
( 1 )  スクツビトネ科イ
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る Fig. 1 - X。これを色帯とよんでいる。葉鞘の下部
は節につづくが、この葉鞘の節より上の部分が筒状にな
ったものを尽閉じる" または円筒状 Fig. 1 - X Iで、節
より上の部分の縁辺が、重なりあったものを吹重合" と
よんでいる Fig. 1一週。

義本藤

鋭尖一小舌の先端が 45。より小さい角度で鋭どく尖っ
ているもの Fig. 1 - 1  。

いるもの Fig. 1 - 1。
畿形一鋭利な刃物で切ったように縁辺が方形
にそろったもの Fig. 1 - 1。
L型一載形の左、または右が高く、 2段にな

ったもの Fig. l -lV。
V 型一小舌の中央部が凹み、 V 型になったも
の Fig. l - V。
喫歯状一小舌の縁辺がネズミに喰いちぎられ
たように不規則になったもの Fig. 1 - V I。
不斉歯牙状一縁辺が喫歯状よりもーそう不規
則になっているもの Fig. 1 -V)。
このような様々な形のほか、縁辺が Fig. 1  

一唱のように毛の生えたもの、また膜の部分が
全然なく毛だけになったもの。膜状や毛状の小
舌が全然ないものなど、いろいろな形が見られ
る。したがってイネ科植物は、この小舌の形態
を調べることにより、花がなくても種を同定す
ることのできる、大事な決め手がここにある。

小舌の形2. 

イネ科植物の業は、葉身と葉絡の 2つの部分に大別さ
れる。この葉身と葉鞘の接合部の稗に面した側に発達し
た膜状の突起物を小舌とよんでいる。 Fig.
に示すように様々な形がみられる。
Fig. 1-VIのように葉身基部の左右が突出し、鈎状
となり、稗を抱くような形をしたものを小耳とよんでい
る。この部分はIXのように毛状になったものもある。
小舌の部分の背面には色調が淡くなった部分がみられ

イネ科植物の葉1. 
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カモジゲサの小耳

小耳のある属はイネ属、コムギ属、オオムギ
属などがあり、カモジグサ属もその 1つであ
る。
カモジグサの小耳をみると、業鞘縁辺の維管

束は 2本が小耳に達し、その維管束は葉身に続
いているのが見られた。
このことは、アオカモジグサについても向様
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であった。

タツノヒゲの小舌

タツノヒゲの小舌には 2型ある。すなわち叢生した根
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基部カか這らて‘る葉で

なっている Fig. 2。

Fig. 2  タツノヒゲ Diaγrhena jatonica 
F!uN C H .  et SふV A T .

1. 植物全体 2. 根生葉 3. 主稗につく葉

5. 7月に穂のでるトキワススキ

6 月中旬から 8 月中旬に穂のでるススキが陵地の海岸
地方tこ自生している。これは普通のススキよりも葉身の
巾も広く、全体に丈も大きしかっ葉身に褐色がかつて

I  
冬でも棄があり、緑を失なわないところから、この名

がついたので、ある。
トキワススキを、兵庫県明石地方では出穂前に止め棄

を引き抜いて、藁と同じように打ち、牛の口づなに用い
たが、現在ではそれ以上に良いつなができるようになっ
たため、このようなことをしなくなった。

ると秋近しの感が深く、暑さも和らぐ思いがする Fig.
3 0  

Fig. 3  トキワススキ 姫路市大塩

6. ドクムギとネズミムギ

ドクムギとネズミムギはよく似ているだけでなく、近
年道路わきの土波止め工事などにも用いられているが、
出穂時以外はなかなか区別がつきにくいものである。穏
のない状態のとき、すなわち生長過程では葉身が巻いて
葉鞘内にある葉条は一方の葉身縁辺を中心に渦巻き状に
巻き、その次の葉条は反対側の葉縁を中心に巻いている
のがドクムギである。
ネズミムギでは葉身の中央部、すなわち中肋部で折り

重なり、渦巻き状に巻いている。この巻きかたも交互し
ている。
ネズミムギと同じような葉条をもつものにカモジグサ

属がある。

7. ギョウギシパ属とシパ属

ギョウギシパ属とシパ属の穂の形態をみると明かに異
なる。しかし葡萄茎や池上に伸長した茎の、特に節部の
形態は両者ともに類似した特性がある。つまり Fig. 4  
のように一見、節と見られるところには 3枚の葉鞘が接
近して稗についている。すなわち 3個の節カ、事近してい
るわけである。このような節を 3節性の結節という。
1つの結節と、次の結節の節問は長くなる。結節の第
1葉鞘と第 2業鞘には蔽芽があり、第 3業鞘の芽が伸長
して稗となり、次の縮節を形成する。
第 1葉鞘の阪芽はよく伸長するが、第 2葉鞘の阪芽1"1
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伸長することが少なく、内蔵されたままにおわることが
多い。
このような伸長のしかたをするものは、本邦ではギョ
ウギシパ属とシバ属だけで‘ある。

Fig.4 1. シパの縮節 2. 同上模式図
3. オニシパの節節

8. ササクサとトウササクサの産地

本邦のササクサ属にはササクサとトウササクサの 2種
がある。
ササクサは関東地方より西南日本全体、朝鮮、琉球、

台湾と分布も広いが、 トウササクサは産地も少なく、筆
者が調べた標本では、わずか18しか産地がなかった。
兵庫県宍粟郡一宮町伊和神社境内にはこの丙者が混生
している。珍しい産地の 1つといえよう。

9. ササクサとトウササクサの小穏と果実

ササクサ、 トウササクサの形態はよく似ているが、後
者の方が大形であり、稗も闘い。しかし Fig. 5図のよ
うに小穏にしても果実にしても差があるので、開花後で
あればすぐ見わけがつく。

10. 灰像より見たササクサ属

ササクサ及びトウササクサの灰像を作って見ると、
Fig. 6のように両者は明かな差が見られる。すなわち
前者は脈問の長細胞は規則正しい形をしているが、後者

1  

3  2  4  
Fig.5 ササタサ属の小穂と果実
1. 2. トウササクサ 3. 4. ササクサ

では不規別である。また脈上の短細砲はササクサは鉄亜
鈴状に中央部が著しくくびれるが、後者はくびれが少な
し、。

1  2  
Fig.6 ササクサ属の棄の灰像

1. ササクサ 2. トウササクサ

11. 支持根をも一: ヰ斜植で

トウモロコシは
稗の節部より長い支持

根をだす。チヂ ζザサL
ヒジワ、エノコ< 2 7 サがある。
これらは分岐した校の基部の各節から支持根を出し、
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上部になるほど支持根も長くなっている。

12. チヂミザサとケチヂミザサ

花軸に毛のないものがチヂミザサであり、花軸に毛の
あるものがケチヂミザサである。
葉身を見ると、葉身の縁辺に有戎の長軟毛があるのが
ケチヂミザサであり、有涜縁毛のないものがチヂミザサ
である。葉身の縁毛を見るだけで両者の区別は明らかに
つく Fig.6。
屋久島の海抜1 ，∞0'九近くに生育しているチヂミザサ
は棄も小さく、丈も低L、。これはチャボチヂミザサとい
われている。

13. クリノイガ

神戸港の第 8突堤付近でクザノイガが見られる Fig.

果実の形がクりのいがのようなところから、この和名
がつけられたのである。北米原産で、今のところ上記近
辺にだけ見られるが、そのうち県内のあちこちにも見ら
れるようになるかもしれない。

Fig.7 クリノイガの玄果

14. 雌雄異株のツキイゲ

雌雄同株、異花のイネ科には、 トウモロコシ、ジュズ
ダ、マなどがあるが、雌雄異株は少ない。
ツキイゲは数少ない 1つである。分布は屋久島を北限

として、それより南の島や大陸の海岸砂地に自生する。
クリのいが状の穂状花が、風に吹かれて砂上を転ぶと

きに果実の撒布をするといわれる。花の形といい、果実
の撒布法といいまことにかわった植物である( 兵庫生物
第 5巻，第 1号 p.80の写真をみよ〉。

15. 

淡路島東岸の釜口から佐野にかけて海岸よりの畑の監
にダンチタが植えこまれている。このへん一帯は淡路島
のうちでも大変暖かい所である。
西北および北を山でとり図まれて冬の風を紡いでいる
が、東北・東の風は潮風となって吹きつけてくる。この
潮風を防ぐために、上記のように海岸よりの畦にダンチ
クが列植されて、風よけの役目をしている。最下段の海
岸治いの畑のダンチクは、伸びるにまかされたもの、あ
るいは 2 mぐらいで刈りこまれたものなどが多く、海岸
から遠くなるにしたがって低く刈りこまれている。
春先に、ダンチクのある畑にキンセソカ、スイセ γ、
スイトピーなどが咲いているのが、 ドライブの車窓より
眺められる Fig. 7 0  

16. 動物名のついたイネ科植物名

. i 2 . ノフグリ、ヰ之丞ノエンドウなど、植物名には動
物名を冠したものが多くある。イネ科植物も例外でな
く、こうしたものが非常に多L、。気のつくままに列挙し
てみる。
. i 2 . ムギ、イヌアワ、イヌカモジグサ、ヒメイヌピェ、
ケイヌピエ、タイヌビエ、ヒメタイヌピエ、ウマノチャ
ヒキ、 i之ヰガヤ、之ぷクサ、ウシノシッベイ、ウシノ
ケグサ、アオウシノケグサ、チイサンウシノケグサ、オ
オウシノケグサ、ヒロハノウシノケグサ、ヤマオオウシ
ノケグサ、オニウシノケグサ、コパノウシノシッベイ、

ι半、ケカモノハシ、タイワンカモノハシ、ハナカモノ
ハシ、ヤエヤマカモノハシ、ヰιツリグサ、オオカニツ
リ、リシリカニツリ、カニツリノガリヤス、 ミヤマカニ
ツリ、チシマカニツリ、ユウパリカニツリ、 I Iガヤ、

スズメノチャヒキ、スズメガヤ、スズメノテッポウ、オ
オスズメノテッポウ、ハイスズメノカタピラ、コスズメ
ノチャヒキ、オオスズメノカタピラ、ツクシスズメノカ
タピラ、コスズメガヤ、イトスズメカ' ヤ、スズメノヒェ、
キシュウスズメノヒエ、サワスズメノヒェ、シマ♂ズメ
ノヒエ、タチスズメノヒエ、スズメノコピエ、スズメカ

4 之ツナギ、タチドジョウツナギ、チシマドジョウツナ
ギ、カラフトドジョウツナギ、ホソパドジョウツナギ、
ハイドジョウツナギ、ヒロハドジ g ウツナギ、ミヤマド
ジg ウツナギ、えよ; (
ミノオ、ヒメネズミノオ、ネズミガヤ、オオネズミガヤ、
キダチノネズミガヤ、コシノネズミガヤ、タチネズミガ
ヤ、ニムLムギ。
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